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校庭の桜が開花し、いよいよ春の訪れを感じる頃となりました。 

この１年間、保護者の皆さまと地域の皆さまには、本校教育活動に対しまして、ご理解と多

大なご支援をいただきましたことに心から感謝申し上げます。ありがとうございました。 

つくづく、「龍ヶ岳小でよかった」「龍ヶ岳に来て幸せだった」と私自身、心からそう思いま

す。「校長先生、おはようございます。」「校長先生、おにごっこしよ。※若干の肉離れをしまし

たが…。」などと、声をかけてくれるかわいい子どもたちでした。純粋無垢で素直な子どもた

ち、校歌を一生懸命歌う子どもたち、目を輝かせて、学習に向かう子どもたちでした。子ども

たちのいい所、伸びたところは、紹介しきれないほど多くありますが、特に、 

「学年を問わず、みんな仲がいい」「あいさつが、かなりよくなりました」 

「本をたくさん読むようになりました」「そうじをよくがんばりました」 

「傘がいつもきれいに整って並んでいます」 

「横断歩道を渡った後、御礼をしっかり伝えています」 

 課題はありますが、本当に伸びた子どもたちでした。この伸びる幸せを子どもたちが実感

し、保護者と学校で共有できれば幸いです。そして、校長として、伝えたいのは、子どもたちが

伸びたのは、先生方の日々の努力の積み重ね、支えがあってこそだということです。朝早くか

ら遅くまで、教育に全力を注ぎ、子どもたちに寄り添い、厳しく、あたたかく指導してください

ました。龍ヶ岳小は、愛情溢れる素晴らしい先生たちばかりでした。これも私が幸せだったこ

との一つです。そして、何より、保護者の皆さまのご理解、地域の皆さまの強力な支援、龍ヶ

岳のよさの根源は、そこだと感じています。安心して、教育活動を展開することができ、落ち着

いた学習環境を整えることができました。本当に心から感謝いたします。ありがとうございま

した。これからも、地域とともに歩む龍ヶ岳小学校であることを心から祈念しています。未来を

担う子どもたちのために今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

熊本県学力・学習状況調査の結果～良好でした～ 

地域と“ともに歩む”龍ヶ岳小学校 

１年間、ありがとうございました。心から感謝します。 

 

☆経年比較で見てみますと、 

 国語では、全学年において昨年度

から伸びています。 

 算数では、３年生と４年生が昨年

度から伸びており、５年生と６年生

は昨年度と同程度でした。 

学び合いを合言葉に研究を進

めた成果です。 
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 式辞 ～一部抜粋～ 春の柔らかな日差しに促され、校庭の桜のつぼみも開花し始めています。 

 卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。この龍ヶ岳小学校で、皆さんに、証書を手渡す

「縁」と「出会い」に感謝しています。  

龍ヶ岳小学校のリーダーとして、日に日に成長し、みんなを引っ張る姿は、とても頼もしく感じていま

した。運動会、児童会活動、龍神太鼓など、最高学年としての自覚と責任を持ち、龍ヶ岳小の伝統をし

っかり引き継ぎ、多くの感動を与えてくれたことを心から感謝します。 

みなさんの門出に、３つの言葉を贈ります。 

一つ目は、「命を大切にする」ということです。一番大切なものは、自分の命です。だから、すべ

ての人の命が一番大切なのです。このかけがえのない命を大事に、大事にしてください。交通事故に

気をつけてください。ＳＮＳを簡単に考えて、犯罪に巻き込まれないようにしてください。命に関わること

があります。何より優先することは、命を守ることです。 

二つ目は、「自分とまわりの人の尊厳を守る」つまり、自分の心を大切にする、友だちや家

族、まわりの人たちの心を大切にして、決して傷つけないということです。いつも言っていた「思いやり」

です。 

勉強ができるとかできないとか、運動ができるとかできないとかではなく、みなさん一人一人が、ど

こかに宝石を持っているはずです。それを磨いて、磨いてみてください。友だちの宝石を見つけてあげ

てください。人の失敗を許す人になってください。困っている人に声をかけてください。 

三つ目は、「皿を割れ」です。皿を割るというのは、一流の料理人さん、おいしい料理を作る人は、

たくさん仕事をするので、若いときに何度も何度も皿を洗うときに、たくさんの皿を割るそうです。失敗

をたくさんしているからこそ、おいしい料理をつくることができるそうです。成功するためには、多くの失

敗はあります。失敗を恐れず、チャレンジすることが大事だと思います。夢を実現するために、失敗を恐

れず、チャレンジしていってください。常に、明るく元気に前向きに、そして、何事も楽しんでいってくださ

い。何事も本気でやれば、面白いはずです。 

ご来賓の皆様、～中略 本校では、「龍ヶ岳小でよかった」と 

思えるような子供たちを目指して教育活動を行っています。成 

長して、大人になって、どこにいても、ふるさと「龍ヶ岳」に思い 

を馳せる、いつでも帰って来れる心のよりどころになればと思っ 

ています。この子たちが、中学校になっても、そして、その後も、 

成長を見守っていただきますよう よろしくお願いいたします。 

最後に、みなさんがこの日を迎えることができたのは、ご家 

族をはじめ、雨の日も風の日もみなさんの安全のために見守 

り活動を続けてくださったり、餅つき、龍神太鼓の指導、合唱の 

指導等、多くの支援をいただいたりした地域の方々や、みなさ 

んを取り巻く全ての人々のおかげです。そんな全ての人々へ 

の感謝を忘れず、かけがえのない人たちがいるふるさと龍ヶ岳 

に思いを寄せる大人へと成長していってください。 

卒業生も在校生も保護者も地域の方も先生も、涙・涙・涙…の式でした！！ 

卒業おめでとうございます。 ～２１人の卒業生が巣立ちました～ 

龍ヶ岳の皆さま、今後とも子供たちをどうぞよろしくお願いいたします。 
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